5 課文法の説明Explicación de la gramática

１．点過去．不規則変化
点過去の不規則動詞には語根母音変化動詞，強変化動詞，そしてdar，ser，ir という特殊な変化をする動詞がある．
１）母音変化動詞
母音変化動詞の中で不定詞がir で終わる動詞は3 人称単数と3人称複数で閉母音化（e > i，o > u）が起こる．-ar 動詞と-er 動詞は規則的に変化する．
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２）強変化動詞
このグループの動詞は特有の語根と特有の語尾を持つ．語尾は-e，-iste，-o，-imos，-isteis，-ieron という活用をする．これらは，-er，-ir 動詞の点過去とよく似ている（-í，-iste，-ió，-imos，-isteis，-ieron）．ただし，1 人称単数，3 人称単数が-e，-o となるところが違う．語根は，それぞれの動詞に固有の形がある．たとえば，saber［他動］「知る」はsup という点過去の語根を持つ．これに先に示した語尾をつなげる．
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このようなタイプの動詞は，点過去では1 人称単数と3 人称単数の活用形で例外的に語根に強勢があるので「強変化動詞」と呼ばれる．次の動詞が強変化動詞である．
andar → anduve  hacer → hice

estar → estuve　　querer → quise

haber → hube　　venir → vine

poder → pude 　*decir → dije

poner → puse 　*conducir→ conduje

tener → tuve 　 *traer → traje

また，traer［他動］「持ってくる」などのように，点過去の語根（traj）がj で終わる場合は，3 人称複数の語尾はeron になるので注意しよう（*印をつけた動詞）．
*注意： dijeron, condujeron, trajeron

このように，1 人称単数形で特徴となる語根が現れ，その語根は6 つの変化形で統一して用いられるので，これだけを覚えておけばよい．強変化動詞であることがe で終わる1 人称単数形で判明するので，強変化動詞に共通の語尾を付加させればよい．
３）その他
dar［他動］「与える」とser，ir［自動］「行く」は非常に特殊な活用をするので，このまま覚えよう．ser とir は点過去に限り，まったく同じ形になる．どちらなのかは文脈や状況で判断しよう．
dar → di, diste, dio, dimos, disteis, dieron

ser / ir → fui, fuiste, fue, fuimos, fuisteis, fueron

２．不定詞
不定詞は前置詞や動詞の後で用いられたり，文の主語になったりする．
¿Quieres leer este libro?

君はこの本が読みたい？
Nos gusta escuchar programas de música.

私たちは音楽番組を聴くのが好きだ．
また，疑問詞につけて「可能性」や「義務」の意味で用いられることもある．次の文では，「いかにすれば倹約できるか」（可能性），または「いかにして倹約すべきか」（義務）の意味になる．
No sabemos cómo economizar en los gastos.

私たちは費用をどのように節約できるか知りません．
【語句】economizar［自動］倹約する; gasto［男名］費用．
３．数詞．41 から199 まで
41 から199 までの数字を覚えよう．41 から99 までは規則的に10 台の数と1 から9 までの数を組み合わせればよい．ここで，新しく覚えなければならないのは，40，50，60 ... 90 という数字である．それぞれnta で終わっている．100 はcien またはciento だが，後に他の数字が続くときは必ずciento という．101 から199 までは，ciento の後に2 桁の数字をつなげればよい．
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数詞は名詞として単独に用いられることも，形容詞として名詞を修飾することもある．100 は形容詞としてはcien （例: cien libros「100 冊の本」），名詞としてはcien またはciento を使う．101 以上の数字は名詞も形容詞もciento を使う．
